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消
費
生
活
相
談
窓
口
の

電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

市
で
は
、
専
門
の
相
談
員
さ
ん
に

よ
る
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
消
費
生
活

相
談
の
専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
専
用
電
話

０
２
８
５
（
48
）
５
５
２
１

●
相
談
日
時

毎
週
水
・
金
曜
日
（
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
窓
口
の
場
所

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

（
南
河
内
庁
舎：

下
野
市
田
中

６
８
１
‐
１
）

天
平
の
芋
煮
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

11
月
５
日
（
日
）
に
開
催
す
る
芋

煮
会
に
お
い
て
、
係
員
と
し
て
協
力

い
た
だ
け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

前
日
の
野
菜
の
下
拵
え
や
、
当
日

の
配
膳
・
運
搬
・
駐
車
場
係
等
の
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個

人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
方
は
、
９
月
19
日

（
火
）
ま
で
に
産
業
振
興
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　

1
（
48
）
２
１
１
２

高
齢
者
無
料
奉
仕
治
療

小
山
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
会

で
は
、高
齢
者
の
方
を
対
象
に
次
の
と

お
り
無
料
奉
仕
治
療
を
行
い
ま
す
。

●
日
　
時

10
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館

●
対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

●
定
　
員

申
し
込
み
先
着
50
名

（
定
員
に
な
り
次
第
申
込
終
了
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

1
（
52
）
１
１
１
５

石
橋
児
童
館
ふ
れ
あ
い
広
場

（
親
子
教
室
）
の
お
知
ら
せ

石
橋
児
童
館
で
は
親
子
教
室

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
定
員
ま
で
若
干
の
余

裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
石
橋
児
童

館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
実
施
予
定
日

９
月
５
日（
火
）・
15
日（
金
）・

19
日（
火
）、10
月
３
日（
火
）・
13
日

（
金
）・
17
日（
火
）

●
場
　
所

石
橋
児
童
館

●
内
　
容

親
子
体
操
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

●
対
　
象

１
歳
以
上
の
親
子（
祖
父
母
も
可
）

●
問
い
合
わ
せ
先

石
橋
児
童
館

1
（
52
）
１
１
２
９

国
分
寺
公
民
館
か
ら
の
お
礼

広
報
し
も
つ
け
７
月
号
で
「
お
ん

ぶ
用
の
ひ
も
ま
た
は
ネ
ッ
ト
、
お
も

ち
ゃ
、
絵
本
」
な
ど
の
寄
付
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他

に
も
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
布
団
、
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
い
す
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
、

心
の
こ
も
っ
た
品
を
お
届
け
い
た
だ

き
感
激
で
す
。

早
速
、
子
育
て
中
の
方
を
対
象
と

し
た
講
座
の
際
に
実
施
す
る
一
時
保

育
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。な

お
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
等
の
都
合

に
よ
り
、
今
回
の
寄
贈
受
付
は
終
了

し
ま
す
。

公
証
制
度
の
ご
案
内

〜
遺
言
や
契
約
は
公
正
証
書
で
〜

公
証
役
場
で
は
、
法
務
大
臣
に

任
命
さ
れ
た
公
務
員
で
あ
る
「
公

証
人
」
が
、
遺
言
や
各
種
契
約

（
金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
養
育

費
、
財
産
分
与
等
）
の
公
正
証
書

を
作
成
し
た
り
、
会
社
設
立
の
際

の
定
款
に
不
備
が
な
い
か
ど
う
か

審
査
し
て
認
証
を
し
た
り
、
文
書

の
存
在
を
証
明
す
る
確
定
日
付
の

付
与
そ
の
他
様
々
な
法
的
手
続
き

を
し
て
い
ま
す
。

最
近
特
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き

た
の
が
、
任
意
後
見
契
約
と
遺
言

で
す
。
判
断
能
力
が
衰
え
た
と
き

の
自
分
の
財
産
の
管
理
や
医
療
・

介
護
等
の
手
続
き
を
自
分
が
頼
み

た
い
人
に
引
き
受
け
て
も
ら
っ
て

お
く
の
が
任
意
後
見
契
約
で
あ
り
、

残
し
た
財
産
を
ど
の
よ
う
に
相
続

さ
せ
る
か
を
書
面
に
し
て
お
く
の

が
遺
言
で
す
。

自
分
の
死
後
に
、
大
切
な
財
産

を
有
効
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

や
、
相
続
人
間
の
争
い
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
自
分
の
考
え
た
と
お
り

の
遺
言
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
農
業
や
商
業
の
後

継
者
を
定
め
た
い
場
合
、
親
族
関

係
が
複
雑
な
場
合
、
所
在
不
明
の

相
続
人
が
い
る
場
合
、
病
気
や
身

体
障
害
の
た
め
将
来
の
生
活
に
不

安
の
あ
る
子
に
財
産
を
残
し
た
い

場
合
、
夫
婦
に
子
供
が
い
な
い
場

合
な
ど
は
、
遺
言
が
必
要
で
す
。

遺
言
書
に
は
す
べ
て
自
分
で
作

成
す
る
自
筆
遺
言
証
書
が
あ
り
ま

す
が
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
要
件

を
ど
れ
一
つ
で
も
守
ら
れ
て
い
な

い
と
効
力
が
な
い
こ
と
、
相
続
開

始
後
の
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続

き
が
必
要
な
こ
と
、
保
管
や
筆
跡

の
確
認
な
ど
が
面
倒
で
あ
る
こ
と

と
い
っ
た
難
点
が
あ
り
ま
す
。
他

方
、
公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
に
は
、

書
類
に
す
る
前
に
公
証
人
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
信

用
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
、
証
書

の
保
管
を
無
料
で
し
て
も
ら
え
る

こ
と
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続

き
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、
身
体
に

障
害
が
あ
る
方
で
も
利
用
で
き
る

こ
と
と
い
っ
た
多
く
の
利
点
が
あ

り
ま
す
。
法
令
で
定
め
ら
れ
た
手

数
料
が
必
要
な
こ
と
、
作
成
の
た

め
公
証
役
場
に
出
か
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
い
っ
た
負
担
は

あ
り
ま
す
が
、
安
全
・
確
実
・
便

利
な
方
法
で
す
。

公
証
役
場
や
証
書
作
成
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
近
く
の
公
証
役
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

宇
都
宮
公
証
人
合
同
役
場

1
０
２
８
（
624
）
１
１
０
０




